
発表内容補足資料

金沢大学附属特別支援学校

補足資料の内容

１ 小学部 ・ ２ 中学部 ・ ３ 高等部

① 研究対象生について

② 指導計画について（教育課程の検討）

③ 指導内容・方法・評価について（具体的方策の探究）

④ 取組の成果と課題について

４ 各種データ

① CARD結果

② 石川県基礎学力調査結果

５ 運営指導委員による補足説明

学校HP



小学部

①研究対象生について

◎研究対象生の発達段階は3歳程度である
◎特別支援学校学習指導要領小学部２～３段階に示された内容を

取り扱うことが、児童の国語力を高めるために適切だと考えた

総合得点コミュニケーション言語理解言語表出児童
２：１１２：７２：９３：８M1
３：１３：４３：３２：８M2

検査名：LCスケール（言語・コミュニケーション発達スケール）

＊〇歳△ヶ月を〇：△と表記した



②指導計画について

出典：文化審議会答申（2004）
「これからの時代に求められる国語力について」

幼児期の重点は
情緒力・想像力

小学部国語科の
重点課題

②指導計画について

言葉・表現方法を身に
付けて自分なりに表現
してみる

・自分の思いや考えを表す言葉に気づき、
表現したり伝えようとしたりする力

・身近な人や物事に注目し、関わりの中で
言葉を捉えたりイメージを広げたりする力



②指導計画について

幼児期では、「読み聞かせ」や可能であれば読書により言葉の数を増やし、
さらに「言葉と社会や事物との関係」を習得するために、家庭や地域で多く
の様々な経験を積ませることを意識すべきである。これにより、情緒力や想像
力も身に付けることができる。(P.14)

文化審議会答申（2004）
「これからの時代に求められる国語力について」

「読むこと」を重視

読書は、多くの語彙や多様な表現を通して様々な世界に触れ、これを擬似的
に体験したり知識を獲得したりして、新たなものの見方や考え方に出会うこと
を可能にする。（p.11）

出典：中央教育審議会初等中等教育分科会
教育課程部会国語ワーキンググループ(2016)
「審議の取りまとめについて（報告）」

②指導計画について

情緒力を身に付けるためには、小学校段階から「読む」ことを重視し、国語科
の授業の中で、文学作品を中心とした「読む」ことの授業を意図的・継続的
に組み立てていくことが大切である。（p.15）

文化審議会答申（2004）
「これからの時代に求められる国語力について」

「文学的文章」を重視



②指導計画について

小学校国語科の
内容に接続

小学部３段階までの
内容を習得特別支援学校

学習指導要領

小学校
学習指導要領

特別支援学校学習指導要領 第１章第８節の２
を基に筆者作成

小学部１段階 小2段階 小３段階 小学校

②指導計画について

幼児期の言語発達を参考に、
「C 読むこと」の指導内容を
習得していく過程を整理

STEP３（３段階）

挿絵や叙述を基に理解を深めて読む

STEP２（２・３段階）

言葉や経験を土台に内容を理解して読む

STEP１（１・２段階）

絵本への関心・言葉や経験の蓄積を重視する

中学部・小学校の内容を
見据えた３年計画を作成



②指導計画について

小学校国語科では、文章・叙述
を基に「読むこと」を指導する

STEP３（３段階）

挿絵や叙述を基に理解を深めて読む

STEP２（２・３段階）

言葉や経験を土台に内容を理解して読む

STEP１（１・２段階）

絵本への関心・言葉や経験の蓄積を重視する

各ステップの児童に合った形で
文字や文章の学習に取り組む

但し、十分に文学作品を味わう
ことができるように留意する
例：読み聞かせにより文章情報

を音声情報に変換する など

②指導計画について

動画を見て先生の模倣
【聞くこと・話すこと】

『でんしゃにのって』
読み聞かせ・動作化【読むこと】

絵本に関連して「座る」
という言葉を扱う

授業で扱った「座る」が登場し、
絵本の内容が思い浮かべやすくなる

絵本に関連する言葉の学習を
「読むこと」単元前に扱った

＊別添資料⑥指導計画より 単元例



②指導計画について

動画を見て先生の模倣
【聞くこと・話すこと】

『でんしゃにのって』
読み聞かせ・動作化【読むこと】

「座る」という動作の模倣に取り組む

「座る」という動作に取り組んだ経験から、
絵本の内容を動作化(表現)しやすくなる

「読むこと」で表現するために、
「聞くこと・話すこと」では相手
に伝える（表現）方法を学習
できる単元配列をした

＊別添資料⑥指導計画より 単元例

②指導計画について

動画を見て先生の模倣
【聞くこと・話すこと】

『でんしゃにのって』
読み聞かせ・動作化【読むこと】

１単位時間４０分のうち、
短時間（モジュール）学習を
参考に前後半各２０分の
学習時間で実施

前
20

後
20

・集中して学習に臨める
・前後半の学習間で関連を
持たせやすくなる

＊別添資料⑥指導計画より 単元例



②指導計画について

３学期２学期１学期
知識・技能
聞く・話す
書く
読む

知識・技能
聞く・話す
書く
読む

知識・技能
聞く・話す
書く
読む

「読むこと（文学的文章）」を軸にした単元配列・時数設定

３年間取組を継続

③〈国語科の視点〉単元「りんごがたべたいねずみくん」を例に

・絵本を読み、登場人物の行動や場面の様子などを
想像する 【思考力、判断力、表現力等】特小３Cア

・読み聞かせを通して、言葉には 物事の内容を表す働きが
あることに気付く【知識及び技能】特小３ア(ア)

・言葉がもつよさを感じるとともに，思いや考えを伝えたり
受け止めたりしようとする 【学びに向かう力、人間性等】

単元目標



③〈国語科の視点〉単元「りんごがたべたいねずみくん」を例に

特小３Cア想像する
【構造と内容の把握】

小１・２年Cエ想像する
【精査・解釈】

小－特の比較・分析

・小学校第１・２学年「読むこと」エと類似した指導事項である
・学習過程は特小３段階では「構造と内容の把握」であるが
小１・２年では「精査・解釈」に位置付けられている

【思考力、判断力、表現力等】特小３Cアについて

③〈特別支援教育の視点〉単元「りんごがたべたいねずみくん」を例に

学習の過程で考えられる困難さの状態

●言葉が示す内容の体験や知識が不足

言葉の意味が分からない
使うことのできる言葉が限られる

●登場人物の気持ちを考える経験が少ない

表情や気持ちに焦点を当てた想像が
深まらない
想像したことを表出する手段が乏しい



③〈特別支援教育の視点〉単元「りんごがたべたいねずみくん」を例に

困難さの状態に対する指導上の工夫

絵本『りんごがたべたいねずみくん』
（なかえよしを作・上野紀子絵/ポプラ社）

・繰り返しが多く、背景の変化が少ない
登場人物の行動に注目し易い

・主人公の気持ちの手掛かりとなる情報
が叙述と挿絵で描かれている

登場人物の気持ちを想像し易い

①題材選定

③〈特別支援教育の視点〉単元「りんごがたべたいねずみくん」を例に

困難さの状態に対する指導上の工夫 ②指導の手だて

動作化・ペープサートの操作
体感的な内容理解につなげる効果
音声言語以外での表現手段になる

思考ツール“きもちぐも”の活用
気持ちの言葉と表情イラストが描かれた
吹き出しを単元を通して扱ううれしい



③〈特別支援教育の視点〉単元「りんごがたべたいねずみくん」を例に

＊別添資料④指導・評価３年記録より

どんなきもち？(気持ちの言葉)
【聞く・話す】

絵本「りんごがたべたいねずみくん」
【読む】

困難さの状態に対する指導上の工夫 ③学習の展開

前
20

後
20

前半→教師が動く動画を観て教師の
気持ちを考える単元に取り組む

後半→絵本を読み、登場人物の
気持ちを考える単元に取り組む

思考ツールを共通で扱うことで、
想像した気持ちを表現する手段になる

④取組の成果と課題

成果

課題

・きもちぐもを使うことで“気持ち”という抽象的な言葉を表出できた
・発言以外の方法で表出する手段になり得る事例だった
・児童に応じて「きもちぐも」の選択肢を増やして提示することで、
想像を深めていく指導の見通しが持てた

・絵本の登場人物をいきなり想像することが困難である
ことが想定されるため、親しみのある身近な人物の動画
やアニメーションのある絵本を活用して、徐々に登場人物
に注目していく指導を検討したい。



年 STEP 月 言語活動【領域】 ㋐ ㋑

好きなものを伝える
【聞くこと・話すこと】

○ ◎ 1

図書室で読み聞かせ
【知識及び技能】

○ ◎ ○ 3

『とんとんとん』
絵本の動作化（模倣）
【聞くこと・話すこと】

◎ ◎ ○ 3

5
オノマトペクイズに答える
【聞くこと・話すこと】

○ ○ ◎ 2

動画を見て先生の模倣
【聞くこと・話すこと】

◎ ○ ◎ 3

『でんしゃにのって』
読み聞かせ・動作化【読むこと】

◎ ◎ 3

指示の通り操作する
（黒ひげゲーム）
【聞くこと・話すこと】

○ ◎ 2

運動会の招待状をつくる
【書くこと】

○ ○ ◎ 1

吹き出しに入る台詞を選ぶ
【聞くこと・話すこと】

◎ ◎ 3

7 『かめくんのさんぽ』
読み聞かせ・人形操作
【読むこと】

3

１学期の思い出を選ぶ
【書くこと】

○ ○ ◎ ○ 1

9
何をしているか当てよう
【知識及び技能】

◎ 1

夏の思い出（写真を選ぶ）
【書くこと】

○ ○ ◎ 1

動画を見て先生の
動きを選ぶ
【聞くこと・話すこと】

◎ ○ ◎ 3.5

『りんごがたべたいねずみくん』
読み聞かせ・劇遊び(模倣)
【読むこと】

◎ ○ 3.5

学校や町の看板を読む
（身近な平仮名）
【知識及び技能】

◎ 1

校外学習の写真を見て話す
【聞くこと・話すこと】

○ ◎ ○ 3

11
マークを見つける
【読むこと】

○ ○ ◎ 3

「あ」から始まる物探し
【知識及び技能】

○ ◎ 1

学習発表会の
招待状をつくる
【書くこと】

○ ○ ◎ 1

動画を見てキャラクターの
動きを選ぶ
【聞くこと・話すこと】

◎ ○ ◎ 3

12 『おおきなかぶ』
読み聞かせ・ペープサート
【読むこと】

◎ ○ ◎ 3

２学期の思い出を選ぶ
【書くこと】

○ ○ ◎ ○ 1

1
写真に写る物探し
【知識及び技能】

◎ 1

冬の思い出
（写真を選ぶ）
【書くこと】

○ ○ ◎ 1

カルタ遊び
【聞くこと・話すこと】

◎ ◎ 3

2
電話で話す
【聞くこと・話すこと】 ◎ ◎ 3

イラストカードの動作化
【読むこと】 ○ ○ ◎ 3

3 『はなすもんかー！』
読み聞かせ・動作化（模倣）
【読むこと】

◎ ○ ○ ◎ 3

国語の思い出を選ぶ
【書くこと】

○ ○ ◎ ○ 1

【小学部（２段階）】
指導計画（試案）

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

イ我が国の言語文化 A聞くこと・話すことア言葉の特徴や使い方 B書くこと C読むこと

単
元
計
画
時
数(イ) (ウ)

１
・
２
・
３
年
目
共
通

絵
本
へ
の
関
心
・
言
葉
や
経
験
の
蓄
積
を
重
視
す
る
ス
テ
ッ
プ

4

(ア) (イ) (ア) (イ) (ウ) (エ)
(ウ)

(エ) (ア) (イ) (ウ) (エ)(ア) (ア) (イ)

10

言
葉
や
経
験
を
土
台
に
内
容
を
理
解
し
て
読
む
ス
テ
ッ
プ

6



年 STEP 月 言語活動【領域】 ㋐ ㋑

自己紹介
【聞くこと・話すこと】

○ ◎ 1

図書室で本探し
【知識及び技能】

◎ ○ ◎ 3

『とんとんとん』
絵本の動作化（劇）
【聞くこと・話すこと】

◎ ◎ ○ 3

5
オノマトペクイズを考える
【聞くこと・話すこと】

○ ○ ◎ 2

写真に写る先生の動作を再現
【聞くこと・話すこと】

◎ ○ ◎ 3

『でんしゃにのって』
劇遊び・ペープサート
【読むこと】

◎ ◎ 3

話を聞いて操作する
（黒ひげゲーム）
【聞くこと・話すこと】

○ ◎ 2

運動会の招待状を書く
【書くこと】

○ ○ ◎ 1

吹き出しに入る台詞を考える
【聞くこと・話すこと】 ◎ ○ ◎ ○ 3

7 『かめくんのさんぽ』
劇遊び・ペープサート
【読むこと】

3

1学期の思い出を書く
【書くこと】

○ ○ ○ ○ ○ 1

9 いつどこでだれがなにをした
文をつくる
【知識及び技能】

◎ ◎ 1

夏の思い出（いつどこで
だれがなにをしたかまとめる）
【書くこと】

◎ ○ ○ ○ ○ ○ 1

動画を見て先生の
気持ちを伝える
【聞くこと・話すこと】

◎ ○ ◎ 3.5

『りんごがたべたいねずみくん』
劇遊び・吹き出し(気持ち)
【読むこと】

◎ ○ 3.5

学校や町の看板を読む
（色々な文字）
【知識及び技能】

◎ ◎ 1

校外学習の写真を見て話す
【聞くこと・話すこと】

○ ◎ ○ 3

11
マークの意味を調べる
【読むこと】

○ ◎ 3

文字を組み合わせて
単語づくり
【知識及び技能】

○ ◎ 1

学習発表会の
招待状を書く
【書くこと】

○ ○ ◎ 1

動画を見てキャラクターの
気持ちを伝える
【聞くこと・話すこと】

◎ ○ ◎ ○ 3

12 『おおきなかぶ』
音読・劇遊び
【読むこと】

◎ ◎ ○ 3

２学期の思い出を書く
【書くこと】

○ ○ ○ ○ ○ 1

1 いつどこでだれがなにをした
文をつくる（写真）
【知識及び技能】

◎ ◎ 1

冬の思い出（いつどこで
だれがなにをしたかまとめる）
【書くこと】

◎ ○ ○ ○ ○ ○ 1

カルタ遊び（読み手）
【聞くこと・話すこと】 ○ ◎ ○ ◎ 3

2
電話を聞いて話す
【聞くこと・話すこと】 ◎ ◎ ◎ 3

文カードの動作化
【読むこと】

○ ○ ○ ◎ 3

3 『はなすもんかー！』
音読・劇遊び
【読むこと】

◎ ○ ○ ◎ 3

国語の思い出を書く
【書くこと】

○ ○ ○ ○ ○ 1

単
元
計
画
時
数

【小学部（3段階）】
指導計画（試案）

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

B書くこと C読むことア言葉の特徴や使い方
イ情報の扱
い方

ウ我が国の言語文化

(イ)

A聞くこと・話すこと

(ア) (イ)
(ウ)

(エ)(ア) (イ) (ウ) (エ) (オ) (カ) (ア) (イ) (ウ) (エ) (オ) (カ)(ア) (イ) (ウ) (エ)(ア) (イ) (ウ) (エ) (オ) (ア)

１
・
２
・
３
年
目
共
通

挿
絵
や
叙
述
を
基
に
理
解
を
深
め
て
読
む
ス
テ
ッ
プ

言
葉
や
経
験
を
土
台
に
内
容
を
理
解
し
て
読
む
ス
テ
ッ
プ

4

6

10



中学部

研究対象生について（国語の授業や日常生活での姿）

◎ 自分で考えようとする姿が見られる

△ 整理したりまとめたりする活動が苦手

△ 詳しく説明する活動が苦手
（様子を表す言葉の表現が乏しい）

あ～

◎ 他者と関わることが好き

△ 同じ話を繰り返したり、言葉が足りないことが多い

個別の指導計画より ： 特支中１段階の生徒



相手に伝える力

経験したことや、考えたことを具体的に相手に伝える

順序立てて考える自分の思いや考えをもつ

小学校学習指導要領解説 国語編 P14-15 学年の目標 （２）思考力、判断力、表現力等に関する目標より

「話題の設定、情報の収集、内容の検討」
の学習過程が対応している

「構成の検討」の学習
過程が対応している



指導計画について

相手に伝える力の向上

順序立てた伝え方伝える内容を具体的に

・国語科で身に付けた「見方・考え方」を働かせられるように
行事や体験活動と相互の関連を図る
→ 指導の時期や指導の方法などについて相互の関連を考慮し
   て指導できるようにした

国語科３年計画

・反復的に取り組めるように、「話題の設定、情報の収集、内
容の検討」「構成の検討」を指導する単元を毎年配列する

単元の数領域名

１１

１０

６

９

指導計画作成上の工夫（反復的に取り組む）

読む

書く

話す・聞く

各領域の単元の数

知識及び技能

重点を置く指導事項を
取り上げる単元の数

１７／３６
※ 「３６」は３年間で取
り扱う単元の合計数



→どんな順番で学習しても生徒たちに偏りなく指導を行うこと
ができるように、３年計画を立てた。

国語科３年計画

「話題の設定、情報の収集、内容の検討」
「構成の検討」

指導計画作成上の工夫

説明的な文章を
中心に学ぶ年

実用的な文章
文学的な文章を
中心に学ぶ年

伝え合いを
中心に学ぶ年

（行事や体験活動と相互の関連を図る）

説明的な文章 伝え合い

学期

実用的な文章
文学的な文章

３学期

２学期

１学期 作文や日記を書くための基礎をおさえる単元

学習発表会に関する単元

次年度の新入生に向けた単元

学びの
中心

指導計画作成上の工夫



指導計画作成上の工夫

読む

書く 話す・聞く

知識を
得る

活用 活用

語彙力の育成

表現方法を学ぶ

指導計画作成上の工夫

複数の小単元を関連付けて一
つの大単元を構成し、小単元
の一つ一つで個別に指導事項
を指導する。

大きな単元のテーマ

小単元：指導事項 ③

小単元：指導事項 ②

小単元：指導事項 ①

いくつかの指導事項を関連
付けて、より効果的に指導す
ることができる。



〈国語科の視点〉単元「作業製品の作り方を説明しよう」を例に

【知識及び技能】
（小１・２年知（２）ア）

・共通，相違，事柄の順序など情報と情報との関係につ
いて理解することができる。

【思考力，判断力，表現力等】
（小１・２年思B（１）イ）

・自分の思いや考えが明確になるように，事柄の順序に
沿って簡単な構成を考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
（小１・２年思B（１）イ）

・言葉が持つよさに気付くとともに、楽しんで読書をし、
国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする。

単元目標

アドバイス 完成説明を書く

〈国語科の視点〉単元「作業製品の作り方を説明しよう」を例に

単元計画



国語科の授業

中学部の作業学習
における作業工程の
説明書を書く

説明書を使って、次年
度の新入生や学外の
交流生に教える

〈国語科の視点〉単元「作業製品の作り方を説明しよう」を例に

思いついたことをそのまま書き出す実態から・・・

❶「想起する活動」と「整理する活動」に分けた。

❷文章を書き出す前に、並び替えを行った。

工程の並べ替え 想起して書く活動

〈特別支援教育の視点〉単元「作業製品の作り方を説明しよう」を例に



順序を意識して説明する経験が少ない実態から・・・

❸順序をより意識するために、

手順を表す接続詞への言い換えを行った。

〈特別支援教育の視点〉単元「作業製品の作り方を説明しよう」を例に

実生活で目にする説明書のほとんどは数字で示されている。
手順を表す接続詞に言い換えを行うことで語彙を広げる。理解する。

〈特別支援教育の視点〉単元「作業製品の作り方を説明しよう」を例に



取組の成果と課題

学習活動を分けるため、授業時数が増える場合がある

学習活動を焦点化すること
具体物を操作しながら思考を視覚的に整理することが有効
課題

工程の並べ替え 想起して書く 手順を表す接続詞に
言い換える

成果



(2)情報の
扱い方
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館
・
図
鑑

年 月 言語活動【領域】

4
自己紹介【話す・聞く】 〇 ◎ ☆ 3

実用的な文章（メモ）【書く】 〇 ◎ 4

実用的な文章（観察日記）【書く】 〇 ◎ 〇 ☆ 4

様子を表す言葉【知識及び技能】 〇 ◎ 1

似た意味の言葉、反対の言葉【知識及び技能】 ◎ 1

説明的な文章【読む】時間 ◎ ◎ 〇 ☆ 10

漢字の読み方【知識及び技能】 ◎ 1

説明的な文章【書く】時間 ◎ ◎ 〇 ◎ ☆ 9

11
１２ 説明的な文章【読む】説明書 〇 ◎ ☆ 6

説明的な文章【書く】説明書 〇 ◎ ☆ 9

1
2 言葉で説明する【話す・聞く】 〇 ◎ 〇 ☆ 7

話し合い活動【話す・聞く】 〇 〇 ◎ ☆ 6

3 言葉で説明する【話す・聞く】紹
介

〇 ◎ 〇 ◎ ☆ 9

4
落とさずに聞く【話す・聞く】 ◎ ◎ ☆ 3

実用的な文章（日記）【書く】 〇 ◎ 〇 ☆ 5

しゅごとじゅつごにきをつけよう【知識
及び技能】 ◎ 2

6 昔話神話伝承【知識及び技能】 ◎ 〇 2

７ 文学的な文章【読む】 〇 〇 ◎ ☆ 10

同じぶぶんをもつ漢字【知識及
び技能】

◎ 2

文学的な文章【書く】 〇 ◎ 〇 ☆ 11

11
発表に向けて【話す・聞く】 〇 ◎ ☆ 2

言葉で説明する【話す・聞く】 〇 ◎ 〇 ☆ 7

12
1 文学的な文章【読む】 ◎ 〇 ◎ 〇 ☆ 14

2
3 紹介する文章【書く】 〇 〇 〇 ◎ ☆ 12

自己紹介【話す・聞く】 〇 ◎ ☆ 3

ことばあそびをしよう【知識及び技能】 ◎ 1

実用的な文章（メモ）【書く】 〇 ◎ 4

実用的な文章（観察日記）【書く】 〇 ◎ 〇 ☆ 4

としょしつたんけん【知識及び技能】 ◎ ☆ 2

お気に入りの本の紹介【読む】 ◎ ◎ ◎ ☆ 7

9
ことばをたのしもう【知識及び技能】 ◎ 1

発表を聞いて質問する【話す・聞く】 ◎ 〇 ◎ ☆ 8

話し合い活動【話す・聞く】 〇 〇 ◎ ☆ 8

11
１２ 説明的な文章【読む】１日の時間 〇 〇 ◎ ☆ 12

1
２ 説明的な文章【書く】１日の時間 ◎ ◎ 〇 ☆ 11

3
言葉で説明する【話す・聞く】紹介 〇 ◎ 〇 ◎ ☆ 9
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4

5
６

7

10

特
中
１
C
エ

【中学部（小１・２年）】
指導計画（試案）

〇目標
☆言語活動

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

(1)言葉の特徴や使い方
(3)我が国の言語

文化
A聞くこと・話すこと

特
中
１
A
オ

特
中
１
A
オ

※替えることができると考える特支の目標
特
中
１
B
ア

言語
活動例

B書くこと
言語
活動例

C読むこと
言語
活動例

特
中
１
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イ

特
中
２
③
ウ

特
中
１
③
エ

特
中
１
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１
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エ
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中
１
①
オ
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中
１
①
カ

特
中
１
①
キ

特
中
１
C
ア

特
中
１
B
イ



高等部

研究対象生について

教員の見取りより

・他者の意見など、聞いたことを記憶に保持することが難しい。
・興味のある分野は知識が豊富だが、知識の偏りや語彙の少なさがある。
・「話すこと・聞くこと（話し合うこと）」においては、内容を吟味せずに特定の
生徒の意見が通ることや、それぞれの意見を言った後に話が停滞する様子
が見られる。
・「書くこと」においては、感想文を書く際に時系列順に出来事を羅列したり、
自分なりのパターンに当てはめたりして書く生徒が多い。
・「読むこと」においては、日頃から読書をする生徒は少ない。また、小学校第
３学年の教科書教材で６ページ以上のものは読むことへの抵抗感を示す様
子が見られた。



研究対象生について

発達検査（CARD、URAWSSⅡ、STRAW-R）の結果より

個別の指導計画より

・対象生徒の学習状況は特別支援学校学習指導要領
高等部1段階程度

・対象生徒の発達段階は、8～9歳程度
・全体的には同年齢の児童生徒と比べて認知や言語などに関わる
全般的な知的機能の発達に遅れが認められた

⇒小学校第３学年程度の国語科の内容が、
生徒への過度な負担がなく、取り扱うことができると考えた

高等部で育成したい国語力

相手意識をもってやり取りする

豊かな語彙力と表現
方法を身に付け、自分
の気持ちや考え、想像
したことを適切な言葉
で表す力

話し手が伝えたいこと
の内容を適切に捉え、
互いに納得・合意を図
りながら物事を進める
力

【
自
立
と
社
会
参
加
】

社
会
で
他
者
と
共
同
・協
働
し
な
が

ら
、そ
の
子
ら
し
く
精
一
杯
生
き
る



指導計画について

コミュニケーションの充実を図る

・指導のまとめ方、順序、重点の置き方の工夫
・指導内容は相互の関連を明確化
・発展的、系統的な指導をねらった指導内容の配列

指導計画

指導計画について
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321121110987654
学
習発

表
会

現
場
実
習

教
育
実
習

体
験
入
学

夏
休
み

現
場
実
習

話
・聞

話
・聞

話
・聞

話
・聞

・話
す
場
面

を
意
識

・記
録
・質
問

し
て
聞
く

つ
ま
づ
き
の

あ
る
部
分

を
扱
う

話
合
い
の

進
め
方
を

学
ぶ

相
手
に
応
じ

た
伝
え
方
を

し
た
り
質
問

を
し
た
り
す

る
必
要
性
が

生
ま
れ
る

習熟度別グループ
で話合い

グループ混合で
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321121110987654
学
習発

表
会

現
場
実
習

教
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体
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入
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現
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書
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表
現
や
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彙

を
意
識

〈国語科の視点〉
単元「話合いをしよう～学習発表会の目標を決めよう～ 」を例に

①比較・分類の仕方を理解し使うことができる。
〔知識及び技能〕小３(2)イ

②目的を意識して、集めた材料を比較したり分類したりすることができる。
〔思考力、判断力、表現力等〕小３Ａ(1)ア

③目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの
意見の共通点や相違点に着目して、考えをまとめることができる。

〔思考力、判断力、表現力等〕小３Ａ(1)オ

④言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思い
や考えを伝え合おうとする態度を養う。

「学びに向かう力、人間性等」小３

目標



〈国語科の視点〉
単元「話合いをしよう～学習発表会の目標を考えよう～ 」を例に

学習活動指導展開

・話合いの目的や進め方を知る。
・自分の考えを付箋に記入する。

・それぞれ自分の意見を発表する。
・全員の意見を比較・分類しながらグループの意見を決定する。

第１次
１時間

第２次
２時間

〈特別支援教育の視点〉
単元「話合いをしよう～学習発表会の目標を決めよう～ 」を例に

【工夫点】
①話合いのテーマは、学校行事に関わるものとした
⇒生徒にとって身近で、生活年齢に合うよう配慮

②単元構成は、ステップを踏んだものになるようにした
⇒生徒の困難さに合わせた配慮

③意見を書く、それぞれの意見を比較・分類するために付箋
を用いる
⇒既習済の有効な手立てを継続



〈特別支援教育の視点〉
単元「話合いをしよう～学習発表会の目標を決めよう～ 」を例に

指導上の
工夫の意図困難さ

手立て

〈特別支援教育の視点〉
単元「話合いをしよう～学習発表会の目標を決めよう～ 」を例に

【指導上の工夫の意図】
・思考（思いや考え、それを支える
理由）を整理し、聞き手に伝える
ことができるようにする。

【手立て】
・付箋に意見を書いて思考をアウト
プットすることで、思いや考えを視覚
化する。
・自分の意見を述べてから他者の意
見を踏まえて比較・分類するなどス
テップを踏んだ学習の進め方をする。

自分の意見を述べながら既に
出ている意見と比較・分類する
というように、２つのことを同時
に行うと混乱してしまうことが
ある。



取組の成果と課題

成果
・対象とした生徒は、指導上の工夫の意図をもった手立てがあれ
ば、小学校第3学年程度の内容を学習することが可能であった。
（ただし、評価規準は個別の指導計画により柔軟に作成している）

課題
・１つの単元で身に付けたことが、他の場面で活用されるわけでは
ない。そのため、３領域とも様々な題材を取り扱い、他の場面とも関
連を図っていくことが必要と考える。
・「読むこと」においては生徒の生活年齢や既習の関係から、題材
の選定が重要である。
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図
書
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年 期 月 言語活動【領域】

自己紹介等【話す・聞く】 ◎ ◎ 〇 ☆ 3

紹介する文章【書く】 〇 ◎ ◎ ☆ 4

5 説明的な文章【読む】 〇 〇 ◎ 〇 ☆ 5

6 説明的な文章【書く】 〇 〇 〇 ◎ ◎ ☆ 7

7 行事のテーマ決め【話す・聞く】 〇 ◎ ◎ ☆ 6

身近な話題【話す・聞く】 〇 〇 ◎ ☆ 1

慣用句【知識及び技能】 ◎ 〇 〇 5

10 身近な書く題材【書く】 ◎ ◎ 〇 ☆ 8

11 文学的な文章【読む】 〇 ◎ ◎ 〇 ☆ 7

12 文学的な文章【書く】 ◎ 〇 〇 ◎ ☆ 5

1 短歌【知識及び技能】 ◎ 6

2 新入生に向けて【話す・聞く】 ◎ 〇 ◎ ☆ 4

新入生に向けて【話す・聞く】 〇 〇 〇 ◎ 〇 ☆ 4

まとめ（補完） 5

自己紹介等【話す・聞く】 ◎ ◎ 〇 ☆ 3

好きな○○紹介【書く】 〇 〇 ◎ ☆ 4

5 説明的な文章【読む】 〇 ＊ 〇 ◎ ☆ 5

6 説明的な文章【書く】 〇 〇 ◎ ☆ 7

7 行事のテーマ決め【話す・聞く】 〇 ◎ ◎ ☆ 6

身近な話題【話す・聞く】 〇 〇 ◎ ☆ 1

へんとつくり【知識及び技能】 ◎ 5

10 実用的な文章【書く】 ◎ ◎ 〇 ☆ 8

11 文学的な文章【読む】 〇 〇 〇 ◎ ☆ 7

12 文学的な文章（絵本）【書く】 ◎ 〇 〇 〇 ☆ 5

1 広告やパンフレットを読む【読む】 〇 ◎ ☆ 6

2 新入生に向けて【話す・聞く】 〇 〇 ◎ ☆ 4

新入生に向けて【話す・聞く】 〇 〇 〇 ◎ 〇 ☆ 4

まとめ（補完） 5

自己紹介等【話す・聞く】 ◎ ◎ 〇 ☆ 3

好きな○○紹介【書く】 〇 ◎ ◎ ☆ 4

5 説明的な文章【読む】 〇 〇 ◎ ☆ 5

6 説明的な文章【書く】 〇 〇 ◎ ☆ 7

7 行事のテーマ決め【話す・聞く】 〇 ◎ ◎ ☆ 6

身近な話題【話す・聞く】 〇 〇 ◎ ☆ 1

あなたなら、どう言う等【知識及び技能】 ◎ 5

10 実用的な文章【書く】 ◎ 〇 ◎ ☆ 8

11 古典（紀行文）【読む】
●
◎

● ◎ ☆ 7

12 紀行文【書く】 〇 ◎ ◎ ☆ 5

1 詩【知識及び技能】【読む】
●
◎

〇 ◎ ☆ 6

2 新入生に向けて【話す・聞く】 〇 〇 ◎ ☆ 4

新入生に向けて【話す・聞く】 〇 〇 〇 ◎ 〇 ☆ 4

まとめ（補完） 5

※1単位時間に満たない指導は「＊」で示す。

※●は小学校第５・６年の指導事項を取扱った部分を示す。

※複数の指導事項の時数をまとめて示す場合は「　　　　　」で示す。
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【高等部（小３・４年）】
指導計画（試案）

知識及び技能

【備考】
・「知識及び技能」（１）ウ「ローマ字」、(１)エ「漢
字」に関する事項、(３)エの「書写に関する事項」に
ついては各教科等を合わせた指導の中で取り上げ
る。
・手紙の書き方については現場実習後の礼状を書く
際に指導する。

※替えることができると考える特支の目標

(3)我が国の言語文
化
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各種データ

CARD結果①（文字・単語・文レベル）

10:2
9:8

9:2
8:8

8:2
7:8

7:2

<6:8 11:86:8 7:2 7:8 8:2 8:8 12:2 12:8 12:9<

6:8

9:2 9:8 10:2 10:8 11:2

<6:8

【
文
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み
②
】
構
文
処
理
に
よ
る
文
の
意
味
理
解

12:9<
12:8

12:2
11:8

11:2
10:8

【文の読み①】単語を手掛かりとした文理解（語彙の活用）

M11

M5

M6

M7

M8

M9

M10

M12

M14

M16

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

M17M18

M19

Ⅰ群Ⅱ群

Ⅲ群

Ⅳ群

●：検査2回（3年間隔;R3→R6実施）

◆：検査1回
■：検査2回（1年間隔;R3→R4実施）
▲：検査2回（2年間隔;R3→R5実施）（2年間隔;R4→R6実施）

・文字・単語の処理レベル、文の処理レベル（＝単文）では小学校第3学年程度の題材の学習することで、習得を図ること
ができる。



CARD結果②（文章レベル）

【
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み
③
B
】
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情
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理
解

12:9<
12:8

12:2
11:8

11:2
10:8

7:2

10:2
9:8

9:2
8:2

【文の読み③A】関係性を理解するための文章理解

12:9<7:8 8:2 8:8 9:2 9:8 10:26:8 11:8 12:2 12:8

7:8
7:2

6:8
<6:8

<6:8 10:8 11:2

8:8

M5

M7

M8

M9

M10

M11

M12

M14

M16

F2

F4

F5

F6

F7

F9

F10

F11

M18M19

F3

M17

M6

F8

Ⅰ群
Ⅱ群

Ⅲ群

Ⅳ群
◆：検査1回
■：検査2回（R3→R4実施）
▲：検査2回（R3→R5実施）（R4→R6実施）
●：検査2回（R3→R6実施）

・文章レベルでの処理では小学校第3学年程度の水準に満たない生徒（Ⅳ群）が多く、指導に要した年数とテスト年齢の伸
びは必ずしも一致しない。継続した指導によってⅡ群・Ⅲ群の水準に達する生徒がいたが、この生徒については取り扱う
題材（説明的な文章・文学的な文章）によっては指導方法の工夫（評価規準の作成・発問の使い分けなど）を要する。

令和4年度石川県基礎学力調査結果

実施日：令和5年2月
対象生：高等部12名



令和4年度石川県基礎学力調査結果

実施日：令和6年2月
対象生：高等部11名

令和4年度石川県基礎学力調査結果（経年比較）

実施日：令和5年2月・令和6年2月
対象生：高等部6名

令和5年度

令和4年度



令和5年度石川県基礎学力調査結果

実施日：令和6年7月
対象生：高等部12名



⾃⽴と社会参加のための
国語⼒を育む教育課程の探究

小学校等との「学びの連続性」の探究を通して

独⽴⾏政法⼈国⽴特別⽀援教育総合研究所

上席総括研究員 丹野 哲也

令和３年〜６年度 ⽂部科学省研究開発学校
⾦沢⼤学⼈間社会学域学校教育学類附属特別⽀援学校

Society5.0を豊に⽣きるための資質・能⼒の育成

66

研究開発学校制度

教育課程改善のための研究

研究開発学校制度は、教育実践の中から提起される諸課題や、

学校教育に対する多様な要請に対応した新しい教育課程（カリ

キュラム）や指導方法を開発するため、学習指導要領等の国の基

準によらない教育課程の編成・実施を求める制度

【根拠 学校教育法施⾏規則第132条に基づく】

特別⽀援学校教育要領・学習指導要領解説総則編（幼稚部・小学部・中学部）平成30年３⽉ P346
「教育課程の改善のための研究」参照



67

研究の目的

小学校学習指導要領国語科の目標・内容に替え、
一部又は全部を達成するための教育課程を編成する。
小学部⇒小学校１・２年へ接続
中学部⇒小学校１・２年へ替える
高等部⇒小学校３・４年 又は５・６年に替える

68

今般の特別⽀援学校学習指導要領では

○小学部の３段階に示す各教科、第４章に示す外国語活
動の内容を習得し目標を達成している者については、小
学校学習指導要領第２章に示す各教科及び第４章に示す
外国語活動の目標及び内容の一部を取り入れることがで
きる

○中学部の２段階に示す各教科の内容を習得し目標を達
成している者については、中学校学習指導要領第２章に
示す各教科の目標を達している者については、中学校学
習指導要領第２章に示す各教科の目標及び内容、小学校
学習指導要領第２章に示す各教科及び第４章に示す外国
語活動の目標及び内容を一部取り入れることができる

※高等部学習指導要領にも同様の規定

特別⽀援学校小学部・中学部学習指導要領第１章総則第８節より要点抜粋

小
学
部

中
学
部


